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あらまし：近年，教員の不足が問題となっている．不足している原因として，学校行事や地域貢献など，

多岐に渡る膨大な業務量が一つの原因だと考えられる．業務量を改善するために，AI の活用が挙げられ

ている．しかし，AI が教師の多岐に渡る業務に対応できるのか活用事例が少なく，検証が不足している．

本研究では採点業務に着目し ChatGPT を用いて国語の自由記述式問題の採点を行えるか調査する． 

ChatGPT には解答が違う内容を 5 件入力し，採点を行った． 
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1. はじめに 

2021 年 1 月末に文部科学省から公開された「教師

不足」による実態調査(1)では，2021 年 5 月の時点で

全国 2056 人の教員が不足していることが示された． 

教師が不足している原因の一つとして，その膨大な

業務量の多さが負担になっていると考えられる．教

師の業務は多岐に渡っており，授業だけではなく，

学校行事や地域貢献など様々な業務が挙げられる． 

教師の業務量を減らすための解決策として，AI の

活用が挙げられる．文部科学省が取り組んでいるデ

ジタル教育において，AI の活用に取り組んでいるが，

AI が本当に教師の業務を遂行できるのか現場での

活用事例が少なく，検証が不足している．そこで，

本研究では採点業務に着目し ChatGPT(2)を用いて記

述式問題の採点が行えるかどうか，調査を行う． 

本研究では，国語の自由記述式問題を採用し採点

を行う．国語の自由記述式問題に着目した理由とし

て，ChatGPT は対話型 AI のため文章の理解するこ

とができ，国語の自由記述式問題の採点が可能では

ないかと考えた．ChatGPT はユーザーが入力した内

容に対して会話形式で文章を表示する機能がある．

この機能を利用して，国語の自由記述式問題を採点

する．また，国語の自由記述式問題は評価基準や文

字数の多さから採点に時間が掛かり，採点者の負担

が大きい．そのため，もし ChatGPT での採点が成功

すると，大幅な採点業務の改善に繋がると考えてい

る． 
 

2. 提案手法 

2.1 利用する記述式問題 

ChatGPT で採点する記述式問題は国語の自由記述

式問題は，平成 20 年度学生全国学力・学習状況調査，

調査問題小学生国語 B(3) (以下国語 B とする)の問題

を採用した． 

国語 B の問題を採用する理由は，記述式形式であ

り，本文，問題，評価基準，模範解答が明確に表記

されているためである．また，ChatGPT は特性上，

明確な情報を多く入力しなければならない．明確な

情報を入力しなければ誤った結果を出力してしまう．

そこで，明確な情報が多い記述式形式の国語 B の問

題を利用する．採点に利用した本文，問題，模範解

答を図 1，図 2，図 3 に示す(3)． 
 

 
図 1 本文(3) 

 

 
図 2 問題文(3) 

 
図 3 模範解答(3) 

 

2.2 ChatGPT に入力する内容 

ChatGPT には本番の始まりに「あなたには国語の

記述式問題の採点を行って貰います．」と入力し，小
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学生全国学力・学習状況調査の調査問題で使用され

ている評価基準を参考とし，入力する．図 1，図 2，

図 3 で示した本文，問題文，模範解答を入力する．

その後，図 4 に示す A，B，C，D，E の 5 件の解答を

入力する．本番の終わりに「解答者 A，B，C，D，E の

採点結果を表示してください」と入力することで A，

B，C，D，E の採点結果を出力する． 

A，B，C，D，E の解答は採点者の観点から筆者が作

成した．採点時に問題となるのが，正誤の判断より

も正解ではあるが完全正解とは評価できない解答に

対しての採点である．そのため A，E の解答は正解と

不正解が明確な解答を作成し，B，C，D の 3 件の解

答は正解ではあるが完全正解とは評価できない解答

を作成した．本研究では◎，○，×の 3 段階で評価

を行うため，A が◎，B，C，D が〇，E が×の評価と

なる． 

評価基準は小学生全国学力・学習状況調査の調査

問題の評価基準を参考するため，解答が文章の趣旨

に合っている場合の評価を◎とする．文章の趣旨に

合っているが言葉や内容が足りない解答の評価は〇，

文章の趣旨に合っていなければ×と評価する． 模範

解答(3)を参考に A，B，C，D，E の解答を作成し，小

学生全国学力・学習状況調査の調査問題の評価基準

に合わせて採点を行う． 
 

 
図 4  A，B，C，D，E の解答 

 

2.3 ChatGPT による採点 
ChatGPT に 5 件の解答を 10 回採点させ，A，B，

C，D，E の採点結果を出力させる．出力した採点結

果をもとに記述式問題の採点を行うことができるか

調査を行った． 

 

3. 採点結果 

表 1 は ChatGPT を用いて採点を行った採点結果で

ある．10 回の採点を通して，A，B は◎の評価を 10

回受け、E は×の評価を 10 回受ける結果になった．

C は〇の評価を 9 回受け，×の評価を 1 回受けた．

D は◎の評価を 6 回，〇の評価を 4 回受ける結果と

なった． 

 

表 1 ChatGPT を用いた採点結果 

評価 A B C D E 

期待

結果 
◎ 〇 〇 〇 × 

◎ 10 10 0 6 0 

〇 0 0 9 4 0 

× 0 0 1 0 10 

3.1 考察 

今回，筆者が作成した解答は，期待結果がAが◎，

B，C，D は〇，E は×の評価が期待される解答であ

た．ChatGPT の 10 回の採点を通して，A は 10 回と

も◎，E は 10 回とも×と期待結果通りになった．し

かし，B は 10 回とも◎，C は〇が 9 回，×が 1 回と

いう評価になり D は◎が 6 回，〇が 4 回という結果

になった．B，C，D の解答は 10 回とも〇の評価を

受ける解答であり，期待結果とは違う採点結果にな

った． 

今回，ChatGPT の採点では A と E の採点結果から

正誤の判断を正しく行えた．しかし，〇と評価すべ

き解答に対して採点の評価を変えてしまっている．

このことから正誤が明確な解答に対しては，評価を

下すことができるが，文章の趣旨に合っているが言

葉や内容が足りない解答に対しては正確な採点を行

えない課題があることがわかった． 

文章の趣旨に合っているが言葉や内容が足りない

解答に対して正確な採点を行うことができない原因

として，評価基準の伝え方に問題があると考えられ

る．本研究では，小学生全国学力・学習状況調査の

調査問題で使用されている評価基準を参考とし，入

力した．しかし，それでは ChatGPT に B，C，D の

解答に対して，正しい採点を行わせることができな

かった．そのため，ChatGPT に合わせた評価基準を

作成する必要がある． 

 

4. まとめ 

本研究ではChatGPTを用いて記述問題の採点を行

えるか検証した．文章の趣旨に合っている解答，文

章の趣旨に合っていない解答の採点は可能であった．

しかし、本研究では利用した手法では 文章の趣旨に

合っているが言葉や内容が足りない解答の採点を行

うことはできない結果となった．文章の趣旨に合っ

ているが言葉や内容が足りない解答に対して正しい

採点ができない以上，学校現場で使用するには課題

が残ることがわかった．  
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